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青森市浪岡大字下十川字宮本３６番地１

令和５年度「青森市浪岡女鹿沢公民館」に係るモニタリング評価結果（第２回）

　青森市浪岡女鹿沢公民館については、青森市浪岡女鹿沢公民館管理運営委員会が指定管理者
として施設の管理運営を行っています。
　指定管理者からのヒアリング内容及び実地調査等に基づき、指定管理者による施設の管理運
営状況について確認し、下記のとおり評価しました。

評価実施日　　令和５年１２月２２日

青森市浪岡女鹿沢公民館

地域住民のために、実際教育に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を
行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振
興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

【名　称】青森市浪岡女鹿沢公民館管理運営委員会
【代表者】会長　田川　孝則
【住　所】青森市浪岡大字下十川字宮本３７番地２

令和５年４月１日　から　令和１０年３月３１日　まで（５年間）

評価結果
実施内容評価項目

管理について

運営について

地域住民を対象とした公民館だよりの発行を年３～４回計画
しているほか、青少年講座に関しては学校等にチラシを配布
し、参加者の増加に努めている。今年度は新規講座として
「太巻の作り方教室」を計画している。

利用者へのサービス向上を図るため、利用者の意見を反映し
た公民館運営、事業展開に努めている。また、苦情等が寄せ
られた場合は職員全員で対応し、その回答を掲示して利用者
にも周知している。

来館者増加のためのPR及び住民
ニーズや社会要請を考慮した新たな
事業が計画できるか。

利用者に対するサービス向上は見込
まれるか。苦情処理の体制は整えら
れているか。

アンケート箱を設置し、利用者からの意見や要望の把握に努
めている。講座については、参加者からの要望等を聞き入
れ、次回の講座企画に反映させている。

利用者の要望、意見を把握し、運営
に反映しているか。

原則先着順で受付をしているが、利用希望が重複した際は調
整を図っている。
障がい者等への対応として、玄関内のスロープや障がい者用
トイレを整備されており、必要に応じて職員が介助すること
としている。

市民の平等利用が確保されている
か。障がい者等への対応は十分に行
われているか。

館内を定期的に巡回するほか、暖房機器を使用しないときは
コンセントを抜くなど継続的に省エネに努めている。また、
利用者にも利用に支障のない範囲で協力をお願いしている。

開催講座の参考とするため、県や市主催の研修や講座に参加
している。

管理責任者１名、業務員３名が管理運営に従事しており、仕
様書どおり適正な配置となっている。

省エネに努めているか。

管理保守点検業務が適切に行われて
いるか。

職員の研修計画が適切であるか。

職員が適正な配置となっているか。

年度当初に再委託の承認を受けている保守点検業務を順次計
画的かつ適切に実施している。

防犯、防災、緊急時の対応に的確な
対応が可能であるか。事故防止に向
けて取り組んでいるか。

防災マニュアルを整備しており、緊急時に対応できるように
している。防災訓練は１回目は６月、２回目は１０月に実施
している。
また、現金等は施錠できるキャビネットに置いた金庫に保管
し、事故防止に努めている。

個人情報保護について、職員への周
知方法及び具体的な保護策が講じら
れているか。

個人情報が記載された書類は施錠できるキャビネットで保管
し、文書を廃棄するときはシュレッダーを使用している。
また、講座の参加者等が目にする資料や受付名簿には、氏名
以外の個人情報を記載しないこととし、個人情報の保護に努
めている。
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【担当課】青森市教育委員会事務局　浪岡教育課　社会教育チーム
【電　話】０１７２－６２－３００４
【メール】n-kyouiku@city.aomori.aomori.jp

【総合評価】

施設の管理運営状況については仕様書どおり行われており、概ね適正である。
事業については、利用者の意見や要望を反映させた講座企画を行っている。日常的に児童の利用が多いため、「白鳥
だより」を年６回発行し、学校と連携を図りながら管理運営を行っている。

【改善が必要な項目についての指導等及び改善策】
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